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図 2 256 × 256 × 256サーバ処理時間
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図 3 512 × 512 × 512サーバ処理時間
図 4 256 × 256 × 256通信時間
図 5 512 × 512 × 512通信時間
図 6 256 × 256 × 256クライアント処理時間





























格子数 256 × 256 × 256，部分ボクセル分







図 9 256 × 256 × 256における各時間
次に，格子数 512 × 512 × 512，部分ボク





なっている．また，格子数 768 × 512 × 512
，768 × 768 × 768，1024 × 1024 × 1024でも
同様の結果となった．
図 10 512 × 512 × 512における各時間
以上のことより，全体の総合的性能を最大
にするにはサーバ，クライアントのどちらも
待ちがないことが望ましく，そのような分割
方法を得る事が課題と言える．
5 結論
図 2，3より，部分ボクセル分割数が増加す
ると，概ね処理時間は減少し，高速に処理を行
えた．しかし，単純な分割方法ゆえ各ステッ
プにおける処理量に差が生じてしまい，クラ
イアントでは分割数が増加しても全体での総
合的な処理時間が増加するとは限らなかった．
また，部分ボクセルに分割せずに可視化で
きるような小規模データではサーバ側の処理
がボトルネックになり，大規模データにおい
てはクライアントがボトルネックとなった．
今後の課題としては，高速可視化実現のた
めに，以下のような事柄が挙げられる．
• 様々なクライアントのリソースに適し
た，汎用性のある部分ボクセル分割数
の算出方法
• 可視化対象によらない，各ステップにお
いて均一な処理を行うための分割方法
• ボトルネックが生じないよう，サーバ
とクライアントをフルに使用するよう
な分割方法
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